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目的： 

ビタミン D は主に骨代謝に関わる栄養素だが、抑うつとの関連も報告されている。現在までに、血清ビタミン D 濃度と妊産婦の抑

うつとの関連性は広く研究されているが、食事からのビタミン D 摂取量との関連についての報告はわずかである。そこで、本研究

では食事からのビタミン D 摂取量と産後の抑うつとの関連について調査した。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した 74,840 人の母親のデータを用いた。妊娠期間中の食事からのビタミン D 摂取量は FFQ（食物摂取頻度

調査）を用いて調査した。産後 1 か月時の抑うつ症状は EPDS（エジンバラ産後うつ病自己評価票）を用いて評価した。両者の関

連性を、ロジスティク回帰分析を用いて検討した。 

 

結果： 

妊娠中の食事からのビタミン D 摂取量により５群に分けて検討した結果、摂取量が最も少ない群と比較して、摂取量が多い群で

は、産後１カ月の抑うつ症状のリスクが低減した（第 2 分位：0.88[0.82-0.94]、第 3 分位：0.83[0.78-0.89]、第 4 分位：0.87[0.81-

0.93]、第 5 分位：0.90[0.83-0.97]）。傾向検定では、妊娠期間中のビタミン D 摂取量と産後の抑うつ症状に有意な関連が認められ

た（p for trend=0.004）。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究により、食事からのビタミン D 摂取量は、血清ビタミン D 濃度と同様に産後の抑うつ症状と関連する可能性が明かとなっ

た。食事からのビタミン D 摂取量が多い程、抑うつ症状のリスクが低減したため、妊娠期間中にビタミン D を充分に摂取すること

が産後うつの予防につながる可能性がある。しかし、本研究では、ビタミン D 合成の主要経路である日光へのばく露の時間や、

ビタミン D の代謝に関与する栄養素との関連を検討していない。この点が研究の限界であると考えられる。 

 

結論： 

妊娠中の食事からのビタミン D 摂取は、出産後の母親の抑うつのリスクを低減させる可能性が示唆された。 

 


